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2 Pa-5　　　　　女子学生の食物摂取状況とNa／ Ｋ it (IB i報) -聖霊女子短大生の場合一

　　　　　　　聖霊女短大　　〇出雲悦子　　松本祥子

　　　　　　　国立II ■栄研　辻啓介　　　　実践女大家政　中川蜻枝

　目的　近年、我が国において高血圧症は循環器疾患の中で最も受療率が高く。その若年

化傾向もあらわれ、予防およびmmについての関心は非常に高くなっている。日本人の高

血圧の発症は食塩の過剰摂取によるものが多いとされ。その対策の一つとしてはNaの摂取

を抑制し、Ｋの摂取を増すことが望まれている。しかし、m民栄養調査によれば、依然と

してNaの摂取量が多い状態である。そこで、女子学生の食物摂取の実態およびNaとＫの比

率を飼査し、高血圧予防の一助にしたいと考えた。

　方法　対象は聖霊女子短期大学学生1 3 8名とし、食物攘取状況調査は国民栄養調査で

用いられている様式に準じて。平成２年６月に連統３日間自記式で行った。国民1人1 日

当たりめ食事のNa／ Ｋ比は、平成２年の国民栄養調査による食品群別摂取量より．K摂取

量を算出して求めた。

　結果　平成2年度の国民全国平均の食物摂取のNa／ Ｋ 比は1.78であり、東北ブロヅクで

は2.05であった。飼査対象の女子短大生の食事のNa／ Ｋ 比は平均2.04であり、国民栄養調

査の数値とほぼ等しかった。Na／K比2. 0～2. 5のものが約22％であり、Ha／ Ｋ比4.0以上の

ものがi. 5%であった。平均の血圧は拡張期67niniHg.収縮期107iiiniHgで、全国平均と同様で

あった. 演者らの行った助物( S H R )実験によると、Na／ Ｋ比0. 6を飼料として与えると

血圧上昇を抑制する傾向にあリ、Na／ Ｋ 比2.6群は血圧を上昇させる傾向にあったことから

東北に住む若い女子学生に、適切なNa／ Ｋ 比の食事を摂取させるための食生活指導を行う

必要が認められた。

2 Pa-6 女子大生の栄養摂取状態と健康習慣．自覚症状との関連について

神戸女大家政　○薦田睦子　宮田康子

　目的　日常。女子大生の食事教育に携わっている時、その食分野における教育の必要性

を痛感している。女子学生の間でも各個人の健康意識は高まっているが、社会の各集団に

おいては、身体的健康状態のみでなく、精神的健康状態が問題になっている。市場の豊富

な食品を摂取する場合の選択上の問題、栄養摂取状態のアンバランスなどを常に追求し、

指導に反映する必要がある。そこで現在の女子大生の生活健康習慣と自覚症状について調

べ。栄養摂取状態との関連を検討した。

　対象と方法　対象：本学家政学部学生、171名　方法:1991年５月のWeek-dayの連続３

日間の食事内容、即ち献立、食品名。重量、食事時間と共に健康習慣。自覚症状について

も自記式実態調査を行った。

　結果　健康習慣において、良い習慣を身につけているグループは。全ての栄養摂取状態

は良好であった。

　精神的自覚症状の全く無いグループは。全てに自覚症状のあるグループよりも栄養充足

率はエネルギーをのぞき良い状態を示した。

　体重超過していると自覚している人は全体の28%であったが、その中で実際に体重超過

している人は、太り気味。太り過ぎ、合わせて27％であり、70％以上の人は普通、あるい

はやせ気味であった。また。自分は体重超過していると自覚しているが実際には体重超過

していないグループの栄養充足率の状態は、実際に体重超過しているグループと体重超過

していないと自覚しているグループよりも明らかにバランスが崩れていた。
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